
�y�$�l�]�O
’�-�w �~ �w�B� �q�p�x�Ï���U���Š�” �ç�O
’�j�¢�D�� �Û�–�å���D�Ü �è �t�K� �̃d�Ï �O
’�j�¢�™�Ý�w	â
R�t�|�O
’�w
Y�`�M�b�;�q���¥
’�=�›�z�|�T�Z�”�Æ� �̂w�°���q�`�o�Ï �]�º�w	–�¶
\�›�0	Å�q� �̀o�O
’�j�¢�Ù�µ�»�Ó�›�7	B� �̀Ï �]

�º

����

�Í�T�’

������

�:�w� �7�U�K�ó�h�Ð

�Ö	Æ� �̂•�h� 
̂¼�x�ž�Ì�ï�·

�	

�$�l

�¢

�
 �w�2�Ô�ª�þ�å�æ�Ó�t�2�Ô� �̀h�Ð

�y�s�S�Ï �7��	2� 
̂¼�t�m�M�o�x�Ï �©�è���å�S �ç�O
’�j�¢�D���è ��
C�Ù�µ�»�Ó�t�I�;� �̀Ï �]�º�¤	t�t���Ô�b�”�Ð

�$�l�¢�q
��ú	–�¶�Í
���å�����Ù�{�����D
�

P – * " q 
 — Ï
�O
’�j�¢

þ¦þ‚þˆþÄþ|þ¼þxþÄþ´.]—Ï'�/°

�y�$�l�]�“�Ï�j�¢� �q�p�x�Ï ���U���Š�” �ç�“�Ï�~�•�K�M�D�� �Û�–�å���D�Ü �è �t�K�˜�d�Ï �“�Ï�w�j�¢�t�m�M�o�]�½�t

�1
�3

�`�Ï �“�Ï�w
Y�`�M�b�;�q���¥
’�=�›�z�|�T�Z�”�Æ�ˆ�w �°���q�`�o�Ï �]�º�w	–�¶
\�T�’�“�Ï�j�¢�Ù�µ�»�Ó�›�7	B�`�Ï�]
�º

�� ���Í�T

�’

�� ���:�w� �7�U�K �ó �h�Ð

�����D

�����Ô�Û
�P
�Ü�t�ž�Ì�ï�·

�Û
�$�l�¢

�Ü�w

�2�Ô� �̄Ó�Æ�Ó�t�S�M�o�Ï �7��	2	Æ�t�|��	2	Æ�t
¬�y�•�h	!	Æ	��w	$	Æ�Ü�›�‰�5� �̀h�Ð �q�Õ�w�#
Œ���q�¢�Õ�T�’
 	̄œ	Ý�q�G�æ
¼

�	 
$	{�§�Ó�Å

�
 �U	$

�)�^�•�h�Ð�y�s�S�Ï �Ö	Æ�^�•�h�^
¼�t �m�M�o�x�Ï �2�Ô�¯�Ó�Æ�Ó�t�2�Ô�`�h�Ð

�$�l�G�¶�­�­�¶
æ
ß��	–�¶�Í
�
�å�����®�g�����g� 

P – * " q 
 — Ï
�“�Ï�j�¢

þ¦þ‚þˆþÄþ|þ¼þxþÄþ´.]—Ï'�/°

��

�$�l�]�Ê���q�~�$�l�]�Ê���^�q�^�Õ�q�~�$�l�]�¢�Ê
ï�ù�Ä�¿
Ê�ù�y
�
n
$ �3����������

�©�è���å���D�
�Ô�q�O�w�ù�‰�Ä�¿�Á�Ä�¿	t
�
n
$�›���L�M�h� �̀‡�b�{���S�Ù�X�t�S	Z�p�w�M�x�z�S�>�0�t�S�ý� �̀X�i�^�M�{���š�R�Z�›�S�4�j�`�o�S�“�‡�b�{

�Ô���*�•�»� � �̂q�Ä�¿�Ô
ï�¿�Ä�¿ �y�Ô
S�¿�Æ�ˆ �~ �Ð�*�Z�€ �y�Ô�Z	. �y�Ô
 	̄œ�Ô
ï�¿ �~ �R�¿�Ä�¿ �y�Ô
S�¿�Æ�ˆ �~ �Ð�*�Z�€ �y�Ô
��Ä �~ �…�)�Ô�O�o
ì�Š �y�Ô�O�©�Ž
Û�r�Ú �y�Ô�w �°�¼�g �y�Ô�•�U�G�q�Ô�“�Ï�j�¢� �q�Ï �Ï
+�-�w� �q�s �y�•�M�×�Ï�����‚�.�Ô�¦�è�B�• �y�Ô�¢�Ê�q�����g �y�Ô
ï�¿ �~ �R�¿�Ä�¿�Ô�@	ì	��p �y�Ô	«�w�‚�»�¬�¿�B�• �y�Ô
‡	×�È	ì�»�¬�¿�B�•�Ô�×�Ï� �q�ž�A�Ä�À �y�Ô
ï�ù
�	ˆ �y�Ô�B�•�0�f
…�;�-�e�Ô�Ú�™�ž�A �y�Ô�x
��å�Ú �y�Ô�‚�.
\�Ë �y�Ô�×�Ï�.�•�W�-�e�Ô	ì�»
\� �ž�A�Ä�À �y�Ô	��†�ž�A �y�Ô�›���ì
 �́-�e �$�l�]�Ê��� �̂q� �̂Õ�q

�Ä�¿�Á�Õ

�G�é
�Í�Õ�I�Ê���q
ï�¿�]�Õ

�I�^�Õ�q�]�Õ

�•�>

�Ê���q�Ä�À�]�Õ�I

ï
Ê�q�-���g	�

�v û

ï
Ê�y
ï�¿�]�Õ
�I
ï�ù�Ä�¿�]�Õ

	��ð


²�>

	��Ä

 û��

�{�«	��*�{�Š

	��Ä�Š�• �1�$

�$�l�]�Ê���q
ï�¿�]�$�l�]�¢�Ê
ï�ù�Ä�¿
Ê�ù�$�l�]�Ê���q�Ä�À�]

���Õ	ÿ�ì
í	��*�®�Š

	��Ä	~�ì	��Ä
��ú

	��Ä�®�ú�º�>�q�-�å�S�Ú�;	ì�»



令
和
７
年
２
月
６
日（
木
）に
改
選
に
伴

う
白
石
町
臨
時
議
会
が
開
会
さ
れ
、議
長

に
内
野
さ
よ
子
議
員
、副
議
長
に
吉
岡
英

允
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

佐
賀
県
知
事

山
口 

祥
義 

様

開
会
挨
拶

重
松
会
長
職
務
代
理
者  

副
会
長

表
彰（
謝
辞
）

井
上
敏
文
江
北
町
議
会
議
長

閉
会
挨
拶

今
泉
副
会
長

佐
賀
県
議
会
議
長

大
場 

芳
博 

様

佐
賀
県
町
村
会
会
長

田
島  

健一 

様

白石町議会議長に
内野さよ子議員が就任

内野  さよ子
白石町議会議長

議 長 会

　
令
和
６
年
11
月
13
日（
水
）、東
京
・
渋
谷
N
H
K
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
第
68
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
」が
開
催

さ
れ
、
県
内
全
議

長
が
出
席
さ
れ

た
。

　
全
国
大
会
で
は
、

「
議
会
へ
の
多
様

な
人
材
参
画
及
び

議
会
の
機
能
強

化
」な
ど
、国
の
施

策
に
対
す
る
要
望

37
件
及
び
決
議
・

特
別
決
議
が
満
場

一
致
で
決
定
さ
れ

た
。

議
会
へ
の
多
様
な
人
材
参
画
及
び

議
会
の
機
能
強
化
を
目
指
し
て

第
68
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

　
令
和
６
年
11
月
27
日（
水
）佐
賀
市
の
佐
賀
県
市
町
会
館
に

お
い
て
令
和
６
年
町
議
会
広
報
研
修
会
を
開
催
し
、県
内
の

議
会
広
報
発
行
町
の
議
会
広
報
編
集
議
員
や
事
務
局
職
員
等

52
人
が
出
席
さ
れ
た
。

　
講
師
に
は
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂
樹
氏
を
お
招
き

し
、「
伝
わ
る
議
会
報
の
企
画
と
編
集
」を
テ
ー
マ
に
、広
報
広

聴
の
目
的
や
議
会
報
の
企
画
、編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
等
に

つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
な
お
、講
演
後
４
町
の
広
報
紙
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
紙
の
良
い
点
や
改
善
が
望
ま
れ
る

点
に
つ
い
て
御
講
評
い
た
だ
い
た
。

伝
わ
る
議
会
報
の
企
画
と
編
集

令
和
７
年
度
町
議
会
広
報
研
修
会

　
令
和
７
年
２
月
17
日（
月
）、グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ（
佐
賀

市
）に
お
い
て
、第
78
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
特
別
表
彰
受
賞

者
と
し
て
、諸
石
重
信
大
町
町
議
会
議
長
及
び
井
上
敏
文
江

北
町
議
会
議
長
並
び
に
議
員
27
年
以
上
と
し
て
上
田
利
治

元
会
長
の
表
彰
の
伝
達
を
執
り
行
っ
た
。ま
た
、県
議
長
会
功

労
者
表
彰
と
し
て
永
年
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
池
田
道
夫
玄

海
町
議
会
副
議
長（
議
員
19
年
以
上
）並
び
に
岡
友
清
み
や

き
町
議
会
議
員
及
び
井
上
正
旦
玄
海
町
議
会
議
長（
議
員
11

年
以
上
）の
表
彰
を
執
り
行
っ
た
。表
彰
終
了
後
は
、来
賓
と

し
て
御
臨
席
の
山
口
祥
義
佐
賀
県
知
事
、大
場
芳
博
佐
賀
県

議
会
議
長
、田
島
健
一
佐
賀
県
町
村
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
議
事
に
入
り
、令
和
６
年
会
務
報
告
、令
和
５
年
度

決
算
の
認
定
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、最
後
に
決

議
21
項
目
を
採
択
し
、閉
会
し
た
。

議
会
の
機
能
強
化
及
び
多
様
な

人
材
が
参
画
す
る
た
め
の

環
境
整
備
等
決
議

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
　
第
78
回
定
期
総
会

8

来
賓
祝
辞

議 長 会

令和７年度　主な行事予定（上期）
議長会

監査委員協議会

会議・研修会

臨時総会
町議会事務局職員研修会
議長・副議長研修会
ハラスメント関係研修会
知事・市町議会議長懇話会
議会議員研修会

議長会議

日程 会場
佐賀県市町会館
ホテルマリターレ創世佐賀
グランデはがくれ
グランデはがくれ
東京国際フォーラム
ホテルマリターレ創世佐賀
ホテルマリターレ創世佐賀
ホテルマリターレ創世佐賀

5月  9日(金)
8月20日(水)
5月23日(金)
4月24日(木)
5月27日(火)
7月22日(火)
7月29日(火)
8月20日(水)

会議・研修会
監査委員研修会
町監査委員全国研修会

日程 会場
佐賀県市町会館
ＬINE CUBE SHIBUYA

8月７日(木)
10月16日(木)（1日開催）

監
査
機
能
の
強
化
と
監
査
体
制
の

充
実
を
目
指
し
て

令
和
６
年
度
佐
賀
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

代
表
監
査
委
員
及
び
事
務
局
長
合
同
会
議
・
第
40
回
定
期
総
会

最
所
会
長
が
第
��
回
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
決
議
を
朗
読

定
期
総
会
提
出
案
件
等
協
議

令
和
６
年
度
議
長
局
長
合
同
会
議
及
び
政
策
研
究
委
員
会

公認会計士  道幸  尚志  氏

左　最所  一志会長
右　被表彰者  
　　稲富  健朗白石町監査委員

　
佐
賀
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
で
は
、令
和
７
年
１
月
30
日（
木
）佐
賀
県

市
町
会
館（
佐
賀
市
）に
お
い
て
令
和
７
年
１
月
代
表
監
査
委
員
・
事
務
局
長

合
同
会
議
を
開
催
し
、「
第
40
回
定
期
総
会
」に
付
議
す
る
令
和
７
年
度
事
業

計
画
ほ
か
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定

期
総
会
で
採
択
さ
れ
た
要
望
・
決
議
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
こ
の
後「
第
40
回
定
期
総
会
」を
開
催
し
、協
議
会
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
令

和
５
年
度
決
算
の
認
定
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　
ま
た
、定
期
総
会
終
了
後
は
、同
会
場
に
お
い
て
町
監
査
委
員
研
修
会
を

開
催
し
、公
認
会
計
士
道
幸
尚
志
氏
を
講
師
と
し
て「
監
査
委
員
監
査
の

実
務
上
の
留
意
点
」に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
７
年
１
月
17
日（
金
）、東
京
の
全
国
町
村
議
員
会
館
に
お
い
て
、第

34
回
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、本
県
か
ら
最
所

会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
さ
れ
た
。

　
定
期
総
会
で
は
、特
別
講
演
、会
長
挨
拶
、

議
長
選
出
の
後
に
、「
監
査
機
能
の
強
化
に

関
す
る
要
望
」が
決
定
さ
れ
た
ほ
か「
町
村

監
査
体
制
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」に

つ
い
て
、全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
理

事（
当
時
）を
務
め
る
最
所
会
長
が
朗
読
提

案
さ
れ
、満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、全
国
町
村
監
査
委
員
協

議
会
の
正
副
会
長
に
よ
り
総
務
省
へ
の
要

請
活
動
を
行
わ
れ
た
。

　
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）に
、グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、

各
町
議
会
議
長
及
び
各
町
議
会
事
務
局
長
参
集
の
も
と
議
長
・
局
長
合
同
会

議
を
開
催
し
、２
月
17
日
開
催
予
定
の「
第
78
回
定
期
総
会
」付
議
事
項
、令
和

７
年
度
行
事
予
定
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、令
和
６
年
12
月
定
例
会

意
見
書
提
出
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
。

　
ま
た
、議
長
・
局
長
合
同
会
議
終
了
後
、政

策
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、一
般
社
団
法
人

官
民
共
創
未
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

代
表
理
事 

小
田 

理
恵
子 

氏
を
講
師
と
し
て「
地
方
議
会

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
と
防
止
策

〜
住
民
の
信
頼
を
失
わ
な
い
た
め
に
す
べ
き

こ
と
〜
」を
テ
ー
マ
に
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

御
講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
及
び
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

決議を朗読提案する最所会長
一般社団法人官民共創未来コンソーシアム 代表理事

小田  理恵子 氏
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議 長 会

令和７年度　主な行事予定（上期）
議長会

監査委員協議会

会議・研修会

臨時総会
町議会事務局職員研修会
議長・副議長研修会
ハラスメント関係研修会
知事・市町議会議長懇話会
議会議員研修会

議長会議

日程 会場
佐賀県市町会館
ホテルマリターレ創世佐賀
グランデはがくれ
グランデはがくれ
東京国際フォーラム
ホテルマリターレ創世佐賀
ホテルマリターレ創世佐賀
ホテルマリターレ創世佐賀

5月  9日(金)
8月20日(水)
5月23日(金)
4月24日(木)
5月27日(火)
7月22日(火)
7月29日(火)
8月20日(水)

会議・研修会
監査委員研修会
町監査委員全国研修会

日程 会場
佐賀県市町会館
ＬINE CUBE SHIBUYA

8月７日(木)
10月16日(木)（1日開催）

監
査
機
能
の
強
化
と
監
査
体
制
の

充
実
を
目
指
し
て

令
和
６
年
度
佐
賀
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

代
表
監
査
委
員
及
び
事
務
局
長
合
同
会
議
・
第
40
回
定
期
総
会

最
所
会
長
が
第
��
回
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
決
議
を
朗
読

定
期
総
会
提
出
案
件
等
協
議

令
和
６
年
度
議
長
局
長
合
同
会
議
及
び
政
策
研
究
委
員
会

公認会計士  道幸  尚志  氏

左　最所  一志会長
右　被表彰者  
　　稲富  健朗白石町監査委員

　
佐
賀
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
で
は
、令
和
７
年
１
月
30
日（
木
）佐
賀
県

市
町
会
館（
佐
賀
市
）に
お
い
て
令
和
７
年
１
月
代
表
監
査
委
員
・
事
務
局
長

合
同
会
議
を
開
催
し
、「
第
40
回
定
期
総
会
」に
付
議
す
る
令
和
７
年
度
事
業

計
画
ほ
か
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定

期
総
会
で
採
択
さ
れ
た
要
望
・
決
議
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
こ
の
後「
第
40
回
定
期
総
会
」を
開
催
し
、協
議
会
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
令

和
５
年
度
決
算
の
認
定
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　
ま
た
、定
期
総
会
終
了
後
は
、同
会
場
に
お
い
て
町
監
査
委
員
研
修
会
を

開
催
し
、公
認
会
計
士
道
幸
尚
志
氏
を
講
師
と
し
て「
監
査
委
員
監
査
の

実
務
上
の
留
意
点
」に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
７
年
１
月
17
日（
金
）、東
京
の
全
国
町
村
議
員
会
館
に
お
い
て
、第

34
回
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、本
県
か
ら
最
所

会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
さ
れ
た
。

　
定
期
総
会
で
は
、特
別
講
演
、会
長
挨
拶
、

議
長
選
出
の
後
に
、「
監
査
機
能
の
強
化
に

関
す
る
要
望
」が
決
定
さ
れ
た
ほ
か「
町
村

監
査
体
制
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」に

つ
い
て
、全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
理

事（
当
時
）を
務
め
る
最
所
会
長
が
朗
読
提

案
さ
れ
、満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、全
国
町
村
監
査
委
員
協

議
会
の
正
副
会
長
に
よ
り
総
務
省
へ
の
要

請
活
動
を
行
わ
れ
た
。

　
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）に
、グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、

各
町
議
会
議
長
及
び
各
町
議
会
事
務
局
長
参
集
の
も
と
議
長
・
局
長
合
同
会

議
を
開
催
し
、２
月
17
日
開
催
予
定
の「
第
78
回
定
期
総
会
」付
議
事
項
、令
和

７
年
度
行
事
予
定
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、令
和
６
年
12
月
定
例
会

意
見
書
提
出
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
。

　
ま
た
、議
長
・
局
長
合
同
会
議
終
了
後
、政

策
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、一
般
社
団
法
人

官
民
共
創
未
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

代
表
理
事 

小
田 

理
恵
子 
氏
を
講
師
と
し
て「
地
方
議
会

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
と
防
止
策

〜
住
民
の
信
頼
を
失
わ
な
い
た
め
に
す
べ
き

こ
と
〜
」を
テ
ー
マ
に
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

御
講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
及
び
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

決議を朗読提案する最所会長
一般社団法人官民共創未来コンソーシアム 代表理事

小田  理恵子 氏
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1 制度の特長

2 保険金額と掛金

議 長 会

ワイドな補償！議員・退職議員の皆さまのための制度です!

長

特

● 議会議員を退職後も、継続してご加入いただけます。（掛金は口座振替となります。）

● 個人賠償責任の補償は、本人型・夫婦型ともにご家族全員が対象です。

● 入院保険金・通院保険金は1日目から治療費に関係なくお支払いします。
● 入院は、1,000日目まで補償の対象となります。（通院は事故の発生の日から1,000日以内の90日限度）
● 地震によるケガも補償の対象となります。
● すでに他の傷害保険等にご加入の場合にも、ご加入できます。

議員・退職議員本人の公務中のケガから日常生活のケガまで、国内・海外を問わず
補償されます。

全国の町村議会議員・退職議員による制度です。

ご家族全員の、日常生活の法律上の賠償責任も補償します。

10

全国町村議会議員団体補償制度

ケガの補償の対象者

加入タイプ

死亡・後遺障害

入院

補償内容

加入者（議員・退職議員）本人

本人型（A型）

1,015万円
保険金額

手術

通院

一時払保険料

事務運営費

掛金
（保険料＋事務運営費）

加入者（議員・
退職議員）本人 配偶者

夫婦型（C型）

1,015万円
保険金額 保険金額

415万円

日額4,000円

日額2,500円

22,000円

2,000円

24,000円

36,000円

2,000円

38,000円

最高2億円（自己負担なし）

●事務運営費は本制度の運営に必要な費用（様式のとりまとめ、掛金の集金等）に充当しています。
●団体割引、過去の損害率による割増引は、本団体契約の前年のご加入人数や保険金のお支払状況により決定しています。
●次年度以降、割増引率が変更となることがありますので、あらかじめご了承ください。（団体割引25%、過去の損害率による割増35%）
●農林業作業者、漁業作業者、建設作業者等の危険度の高い職業に従事されている方は、保険金額が上記と異なります。

個人賠償

入院保険金
日額の40倍

重大手術
の場合

入院中の手術：入院保険金日額の 20倍
外 来 の 手 術：入院保険金日額の 5倍

重大手術
以外の場合

災害見舞金等級表こんな事故が対象となります

交通災害共済とは？
万が一の交通事故などに備える共済制度で、入通院日数等に応じて見舞金を給付する相互扶助制度です。

車両の
自損事故 人と車

人と自転車 自転車と自転車

車と自転車 車と車

1

2

3

4

5

6

7

8

9

死亡
自賠法施行令別表第1及び別表
第2の第1級に該当する後遺障害
入院・通院日数 150日以上

                       100日以上

　　　　　　　  50日以上

　　　　　　　  25日以上

　　　　　　　  10日以上

　　　　　　　  25日以上

　　　　　　　  10日以上

100万円

100万円

10万円

5万円

3万5千円

2万5千円

1万5千円

2万円

1万2千円

区分 等級 災害の程度 見舞金額

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
等
の

交
通
事
故
証
明
書
を
つ
け
た
も
の

上
記
証
明

書
を
つ
け

な
い
も
の

佐賀県市町総合事務組合

お問合せ先 佐賀県内の各市役所（唐津市を除く）・各町役場

共済期間は令和7年4月1日から令和8年3月31日までになります。 
※受付開始日が異なる市町もあります。 詳しくはこちら

総 合 事 務 組 合
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車両の
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9

死亡
自賠法施行令別表第1及び別表
第2の第1級に該当する後遺障害
入院・通院日数 150日以上
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100万円

100万円
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5万円

3万5千円

2万5千円

1万5千円

2万円

1万2千円

区分 等級 災害の程度 見舞金額

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
等
の

交
通
事
故
証
明
書
を
つ
け
た
も
の

上
記
証
明

書
を
つ
け

な
い
も
の

佐賀県市町総合事務組合

お問合せ先 佐賀県内の各市役所（唐津市を除く）・各町役場

共済期間は令和7年4月1日から令和8年3月31日までになります。 
※受付開始日が異なる市町もあります。 詳しくはこちら

総 合 事 務 組 合
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総 合 事 務 組 合

　
組
合
事
務
説
明
会
を
令
和
６
年
11
月
６
日（
水
）、

佐
賀
市
の
佐
賀
県
市
町
会
館
で
開
催
し
、県
内
の
市

町
等
の
担
当
者
延
べ
90
名
が
出
席
さ
れ
た
。

　
午
前
中
に
本
組
合
担
当
者
か
ら
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
事
務
、退
職
手
当
事
務
及
び
交
通
災
害
共
済
事

務
に
つ
い
て
説
明
し
、

午
後
は
、
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等

共
済
基
金
の
職
員
か

ら
消
防
団
員
の
公
務

災
害
及
び
退
職
報
償

金
に
つ
い
て
講
義
し

て
い
た
だ
き
、出
席
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け

ら
れ
た
。

　次号の「さがまちだより」は、令和7年
10月に発行予定です。
　各市町で、広報したいイベントや観光
地等がありましたら、ぜひ佐賀県町村会
まで情報をお寄せください。
　次号掲載に係る記事提供の締切は、令
和7年9月中旬までです。

イベント情報を
募集しています

総
合
事
務
組
合
事
務
説
明
会

　
令
和
７
年
２
月
25
日（
火
）に
、佐
賀
県
市
町
会
館
１
階
特
別
会

議
室（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、令
和
７
年
第
１
回
佐
賀
県
市
町
総
合

事
務
組
合
議
会
定
例
会
を
招
集
・
開
会
し
た
。

　
議
事
で
は
、欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、重
松

一
徳
基
山
町
議
長
が
当
選
さ
れ
た（
任
期
は
令
和
７
年
２
月
25
日

か
ら
同
年
５
月
31
日
ま
で
）。

　
ま
た「
刑
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
」等
２
つ
の
条
例
案
の
ほ

か
、専
決
処
分
の
承
認
、令
和

６
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
案（
第
２
号
）、令
和
７
年
度

組
合
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
、全
て
可

決
さ
れ
た
。

ー
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

　
　
令
和
７
年
第
１
回
議
会
定
例
会
ー

令
和
７
年
度

一
般
会
計
予
算
ほ
か
可
決

退職手当支給事務（その３）

総合事務組合案内（Vol.3)

　佐賀県市町総合事務組合が行う共同処理事務（２８構成団体）のひとつ「退職手当支給事務」の３回目です。
　前号では、常勤職員や臨時的任用職員、一定の要件を満たす常勤職員に準じる職員（フルタイム会計年度任用職員等）が退職する際
に受ける退職手当について、定年退職のほか勧奨退職や自己都合退職等の事由があることをご紹介しました。
　今回は、退職時に退職手当が支給されない場合についてご説明します。

退職事由には、普通退職（自己都合）、定年退職、勧奨退職、整理退職、死亡退職等があり、それぞれの事由別で勤続年数別に支給率
が定められています。
退職手当の支給額の計算方法は、次のとおりです。

◎退職時に退職手当が支給されない場合
①在職期間６月未満（会計年度任用職員は７月未満）の自己都合退職
②職員が退職の日又は翌日に「通算規定のある他の公共団体」の職員となった場合（退職手当の算定基礎となる在職期間を通算します。）

◎退職手当の支給制限に該当する場合（全部不支給又は一部不支給）
①職員が懲戒免職処分を受けて退職した場合　　②職員が禁錮（拘禁刑）以上の刑に処せられた場合
③職員が在職期間中の行為に係る刑事事件で、退職後に禁錮（拘禁刑）以上の刑に処せられた場合

ａ：休職等による減給等にかかわらず、給料表の額　ｂ：退職事由や勤続年数に応じて定められた率（支給率の上限：47.709）
ｃ：給料表の級（職制上の職員の区分）に応じて、調整月額が高い方から60月分を加算した合計額

◎退職手当＝（「退職時の給料月額（a）」×「支給率（b）」）＋「調整額（c）」

●本組合ホームページで、退職手当の試算ができます。どうぞ御活用ください。

退職手当シミュレーション

https://www.saga-ck.gr.jp/sogojimu/retirement/simulation/
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こ
の「
さ
が
ま
ち
だ
よ
り
」は
令
和
４
年
に

発
刊
し
、今
回
で
第
７
号
と
な
り
ま
し
た
。令

和
６
年
に
は
、県
内
各
地
で
国
ス
ポ
・
全
障
ス

ポ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、各
町
で

開
催
さ
れ
た
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
を
特
集
し
ま

し
た
。町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

軌
跡
や
、大
会
期
間
中
の
一
コ
マ
を
町
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、多
く
の
方
々
に
、ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
観
る
」「
支
え

る
」大
会
と
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
各
市
町
の
情
報
の
ほ
か
、佐
賀
県
町
村
会
・
佐
賀

県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
活
動

等
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編集後記

さ
が
ま
ち
だ
よ
り

第
5
号
／
発
行
日
　
令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）３
月
31
日
／
編
集
・
発
行
　
佐
賀
県
町
村
会
・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９


